
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長 石 川 晃 生  
 

子どもの思いをふまえながら、支援してまいります 
 

先月号で４月に行われた全国学力学習状況調査の結果と分析を掲載いたしました。今号で

は、生徒質問の集計結果および分析についてお知らせいたします。 

７０以上の質問に答えてもらいましたが、本校の令和７年度重点目標である「自ら創造し 支

えあい 学びあう生徒の育成」に関連していると思われる 16の項目を抽出し、肯定回答（４段

階、１・２回答）を全国の結果と比較して分析しております。本校は調査人数が少ない（回答者 

３年生１４名）ため、一人に占めるパーセンテージがおよそ 7.1％と高くなっております。したが

って、全国と比較するには根拠が少ない可能性があるという点を、念頭に置く必要があること

をご承知おきいただいたうえでご覧ください。 

 
 全国平均と比較して、自己肯定感を示す項目（1，2，7，9，10，11，13）や自己有用感（3，4，

8）に関する項目がトータルで見ると低くなっております。これは、子どもたちが自分に自信を

持つことができないという傾向にあることが推察できます。一方で周囲との関係を問う項目

（5，6，12，14，15，16）については、総じて高くなっております。このことから本校の生徒は

それぞれが周囲との関係性、周囲の意見を大事にしている傾向にあることが分かります。 

 以上から、今後はさらに話し合い活動を重視し、他人の意見を自分と比較することなどから、

自分の考えを育てていくことが必要であると考えます。そして、自分が育てた考えを肯定的に

捉え、自分に迫られた選択肢に自信を持って答えていくような流れをつくることが重要であ

るとおさえました。 

 今回の結果は本校生徒の良いところと不足していると思われるところの傾向がはっきりと

表れたと思っております。長所をどんどん伸ばすような活動を続けていけば、足りない部分は

やがて解消していくと考えられます。今後も子どもたちに考えさせ、意見を交流させていくこ

とや、積極的な情報提供や情報をつかむ手立てなどを全教員で支援してまいります。 

単位　％

質問事項 渚滑中 全国 全国比

1 自分には、よいところがあると思う 71.5 86.2 -14.7 

2 将来の夢や目標を持っている 57.2 67.5 -10.3 

3 人が困っているときは、進んで助けている 92.8 90.9 1.9

4 人の役に立つ人間になりたいと思う 85.7 96.6 -10.9 

5 学校に行くのは楽しいと思う 92.8 86.1 6.7

6 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思う 100 79.2 20.8

7 分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫している 57.1 77.5 -20.4 

8 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う 71.4 75.3 -3.9 

9 １、２年生のときに受けた授業で、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んだ 64.3 77.7 -13.4 

10 １、２年生のときに受けた授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間になっていた 71.4 79.3 -7.9 

11 授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりすることができると思う 64.3 74.8 -10.5 

12 授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいる 85.7 91.9 -6.2 

13 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいる 92.8 79.5 13.3

14 あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級活動で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決めている 92.9 84.3 8.6

15 学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて取り組んでいる 92.9 77.3 15.6

16 道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいる 92.8 91.5 1.3

紋別市立渚滑中学校 学校だより 

 風雪に耐え、力強く成長する柏大樹のように、私たちも堂々と心豊かに生きていこう 
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９月２７日（土）に『SHOKOTSU FESTA(しょこつふぇすた)』が開催されました。今までは小学校学芸会・

中学校学校祭を同日開催していましたが、今年度からは『小中合同行事』としてスタートしました。たくさんの

場面で渚滑中生の頑張りが輝いた行事となりました。 

小中合同の目標『つながる、とどける』に対して達成

できたと振り返った生徒が９割を超えました。相手意

識を大切にできた取組となっていました。行事を通し

て得たことを今後の学校生活に繋げようとしている

姿もとても立派です。第１回のショコフェスは大成功で

した。 

地域・保護者の方からも温かい感想をいただきまし

たので、一部ですが紹介します。（原文のまま掲載） 

【来校者アンケートより】 

・私は、渚滑中の、卒業生ですが、とても楽しかったです。縁日なんてやったこと無かったので、とても楽しかったです。ま

た来年も来たいです。ありがとうございました 

・小中で協力していて、良かったです。これからも、頑張ってください。 

・とっても素晴らしかったです！1 人 1 人の努力がたくさん伝わってきました。渚滑 FESTA とっても楽しく観させて頂

きました。 

・頑張りが伝わってきました。小学生と中学生の関わりでいいものを生み出してくれたらいいなと思った。 

・初めての事に準備がとっても大変だったと思います。皆さんのがんばりで最高のしょこふぇすになりましたね。楽しかっ

たです。 

・みんな、準備頑張っていましたね。それがよくわかりました。みんなが一生懸命やっている姿をみてみんな素敵で感動し

ました。本当にお疲れ様でした。 

・生徒が中心となり活動でき、小学生を優しくリードできていたのが伝わりました。自信を持ってこれからも活動してほし

いです。 

・温かい気持ちになりました。また、懐かしい思いもよみがえりました。ありがとう 

全体的にとても良くまとまっていて、素晴らしかったと思います！1 人 1 人の努力と団結力に感動しました。 

・中学生、小学生の皆さんの頑張り、情熱を感じました。中学生も小学生も演劇とっても良かったです！ 

生徒反省より 

１日防災学校 
１０月３日（金）、今年度は、自衛隊・消防署・警

察署・市役所の方々をお招きして活動しました。    

その中でも「Do はぐ」の体験型授業では、避難

所設営で重要なダンボールベッドを実際に組み

立て、本校を避難所として機能させるためにカ

ードゲームを行うなど、考えながら学ぶことがで

きました。また、昼食には自衛隊の炊き出しカレ

ーをおいしくいただきました。 


